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郎

　　

これから

　　　

（２．２８．）

　　

４跡 ニＣた〔Ｄｉｐ惑十鳶中 町
亘ぞ＋（発き加理－ｒも ″；）ぞ

一跨Ｚ辺よりばて－ｄＢ舎駕

　　

倦弓 にっし、ては

（Ｚ理（跨素十ヱ覆ん跨）

　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｏ

　　

コｉ噂Ｂき（町な十ｒ翫た鐸）－（β害も十αこの（
甘をｒ十踏ｒｉな）ばて

　　　　　　　　　　　　　　　

＝ 理１雌（町 ＋ｒ錆β“－鰯だＡＩばて十甘ｉデー薦

　　

ですから

ば“ コＢたｇｒ麹辺デ十ｉｑ（駕 十ｒ覧 リーき だた十きみな十ｒ麹寿議
ばて〕

　　

こ で ドル／；の紳 可 より

きｊ，寿十
ｒ琶劃一納“ｒｉた十（ギ

ＢＳに；Ｄぶち－（り発た
βケ十（ヰＭＢ芋ｒムー（弔

ｒ縁Ｂダ

　　

を用いて

（２，２９）

　　

ばｒおニβた態ｒ鶴な彫十ｉ（のば静－（４摩ぶ－（リルな十（弔しｚ
ｒの 跨

十おぶち扇て〕十甘たｒｉＢも

なお

ｚ摩ドー（ｒ髭″ｇ
ｏ＋≠捌に窄め理十ｒ誌詩 ”傘加

Ｆ十月胸に爺，

　　

ｘだ）耳※－傘 のＺ旗，扇て十傘 Ｈ‐墓

においては きγｉ＝比ドー亭ｒ＆， 壕 ＝Ｄず－きけるた

　

を用いて 射 ろ。←， 珠亭 について、同轍こ

　

の筈ｒえた－

　　

ｏ

　　　　　　　　

＊

　　　　　　　　　　　　

ｏ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｏ

　　　　　　　　

。

　

。

の払増か

　

弱‘ においては れ Ｄ直入について、 の緑 においては 窮 み直α，
βひきα，ＤたＤ直。 について整理して

（２．２９）に代スして
霊域 …〃磯 なる事から

　　

（２，３〇）

　　

α麟 ＝Ｉ
Ｒ霊前理 十（４絢－ｒ』～）

″差ま喜び十ｉｒ飽き，
β茎

－Ｄ 』＋（月影短－孝 ）」日賜る寿げ十傘。珠Ｄ志
げ十傘。ｄ″更

とおきまずと

　　

（２，３１）

　　

４鷹 ＦＢた〔碗 町十ろぶち〕ばて十船．ｒｄＢも

同様な方法しこょって β”ぞｓＰのけｚｍｚｇの接続係数ス禄 について

（２・３２）

　　

４ぇムニＣに“ 拷＋
る轟々ＫＭで－蟹．〆曙

叉リ←マン幾何の場合と同様に

　

ＴもＦについては

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

　

５４

　

－



フィンスラー塞間に於ける部分峯間の Ｄｅｆｏｌｍａｔｉｏｎ について

（２・３３）

　　

刀 －リｄ）ｒ÷ｊ；ｒｅ，ｐα で－ｒ÷腔ｄｒメた－ ｉＱｄ拳た－“ｊｐ，ｋ－
ｒ凌ぎ

になりますから

（２・３４）

　　

ｄ″〆＝態９αｐ＋Ｄぶも〕
ばて－残４ｒｇた

が成立します。

Ｓ３

　

部分空間を自分自身に移す無限小変換について

この場合の無限小変換は次式で奥えられます。

鰻） 信二に震
っ十絶つばて

ｅ′ｅｉｉｚｅ’ぼ け ｓｚ‘幼“ごは Ｆｍに接していますからＡ／』Ｂ；？‘′・プとなり従って第一近似として

（３．２） 信三これ埋雷雲講義ニキル・一 物，働
か得られますから（３，１）なる無限小変換によって 郷γ”’；；ｅｚｅｒ潜むこ対し か→？‘≧十字ｄてなる変換が生じます。，今

　　

（３，３）

　　　

滋き＝〆＋ぎくりばて

とおきまずとこの点変換にょって点死きみこ於ける射影因子 島
８は （３．ｉ）から

（３，４）

　

β々 － 器 －（β｝十 駆）Ｇ１一 助 β＃維 晴“）ぬ

＝助十跨ぎｄで…別（ｚ‘！＋きけで）

となり 鴬 とβな＠） が一致します。今

（３５） 翻三豊－；
とおきますと（３．４） から

　

（３．６）

　　　

町 ニＰ詔か

叉

＃ど．Ｆ
Ｂげ＆麟（発，元

′）＝Ｐｉ餌を鰐｝（足 元
′）＝Ｐｒ夕＆ゥ

即ち

　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　

“

　　　　

（３。７）

　　　

ーん＝Ｐ！タｇｍ

きざじき…ドに＝βｆから

　　　

（３，８）

　　　

１きざ‐ｆコＱｇぼっ

（３，７Ｊ、 （３．８）より

（３，９）

　　　

麟コメｉ＆．（ゑ 発っβダニα蕨

－

　

５５

　

－



北

　　

村

　　

五

　　

郎

者Ｑとβな（弼）が一致しますから ｇ“ と ｇ“ｂに，”′）， 彰 と 〆（毎，耐），．蟹 とβ数弼証′）とが一致します。 この

事から

（３，の

　

｛農繁霧
と仮定する事が出来ます。

横一方 餅 及び 房 で張られた接“⑦塞間は一致しますから

　

鍔 と 碑 及び 鷲 と げ との腕こ夫々次式が成

立します。

（３．の 信濃；瀞
こ で（３．め）を便って β； をＴＡＹＬＯＲ展開しますと

　　

（３．１２）

　　

α＝α十（Ｍ考α十α，ｊ
言ｉ十ｑｆＪきふか）ばて

他方

　　

（３．１３）

　　

α＝α十（－①≧年十礎）‘Ｚｒ

ですから（３．１２） と（３．１３）より

”際α＝－ＩＣ；，斧十α〆ふ
か十（薦岸十４；βダ珠きｉ）年１十群

　　

；－１（ＤｊＣ 十α”詔命十α偽）ぎ十α′ぎＺ
た十月；。鍔峰Ｄ諺｝＋α

こ．〉で Ｃルｚ 一２８１Ａを９．
）ですから

　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｏ

　　

（３．１４）

　　

み際＝－機Ｆー４島Ｄ君十＜〆十尺芸

但し 尺励ま Ｒ喜Ｃ焚＝ｏを満足する任意の函数であります。

同様にして

（３，１５）

　　

Ｎ雫コスギｊｅ
ｉ十４ｆＪα辱

Ｌこが十鯛

但しｓ美は ｓ云 Ｃザニ０

　

を満足する任意の函数であります。

　

　　

　　　

　　

　　　　　　

　

　　

　
　

　　　
叉 Ｃ》ＣダニＣ》Ｃダニ諺

　

から

（６喜一トＭ妻ばて）（６をげ窃‘Ｚで）α（７字＝能

従って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

，

　　

（３．ユ６）

　　

Ｍ多＋～メコＯ， ハダキ；Ｎクド○

倦 Ｆ隅の接塞間にある反変ベクトル メニβたひきについて

　　　　　　　　　　　　　　　　

一－“－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

？２．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

７も

（３，ユ７）

　　

罷る＝＝β妄り入（弘 発っ ＝Ｑｆ一日彩り入（元， ）；αマリ”

即ち 炉 はｗαを点 （〆＋きｌｄ：）から点（”≧）へ？〃”ｇｅｓｃ／ｚをＰ如

　

した・ｚり‘に一致しますから 山〆＝面ろ一叫 ば（３．３）

の点変換による ＬＩＥα馴れ研かｅと一致します。

－

　

５６

　

－



フイソスラー室間に於ける部分空間の Ｄｅｆｏｒｍａｔｉｏｎ について

同様にして

　

Ｆｍ

　

の共変ベクトルについても言えますから一般に 瓦，もの接空間に含まれるテンソル

　

ｒｔｊＡ

　

に対し

ｄ７１ふたは（３．３），の点変換による Ｌｍｄ好か”≠物ｅと一致する事が導かれます。

叉 Ｆｍ

　

の接空間に垂直な反変ベクトル

　

かたＣ参りＰ については

　

のＰご〆＠，可）に注意して

　　　　　　　　　

　　　　

　　　　　　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

　　　

（３，ユ８）

　　

あら＝曙が偏る売り＝ 総一一Ｍ溺で）Ｃダリ 発，売りニメ一入ぼり
“ばて

　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
ですから

（３．ｉ９）

　　

ゴリＰニ ザ－－りた＝ 諸三十 （Ｚもぎた－－きり→＆）＋（え；署十月謬りβ－－こえｒ）〆｝ｄｒ

＝ＩＤ耀空ゴ＋弔工もぎＪ十（月島Ｄ声・ＬＯＦ）りりばて

同様にして共変ベクトル 鱒 について

（３，２Ｏ）

　　

勿ぞコにもＵ涛４りＰメもぎ
ｉ－（雌 ゑｇｉ一Ｇパ）り”１ばて

が得られます。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ー

次しこ

　

４弓回ごついて調べる篤に先ず（３．６）を７声 について偏微分しますと
．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・笈

　　　　　　　　　　　　

？２

　　

（３，２１）

　　

Ｂ完コ坪，残 十
Ｐ鴬賜り

叉

（３‐２２）

　　

．α；Ｃ （７＃＝ ６喜十Ｍｇｄｒ）（増一Ｍ溺ｒ）Ｃ学ぶ露＝＝α

（３．６）、（３，１７），（３．２１）と（３．２２）から

（３，２３）

　　

理 ＝Ｃ；（β瀞十ｒ琶 れ 彩）ＢＢｙ）‘き＝ＰＦ．昭

ごの事から

　　

（３‘２生）

　　

ｒ袋；ｒ』（発， ）理十β』（発， ）″系＝Ｐ楚ｒ』

従って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　

　　

　

　　　　

　

　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

，

　　　

？る

　　　　　　　　　　

？Ｚ．

　　　　　　　　　　　

ウき

　　　　　　　　　　　　

？乙

　　　　　

？ｚ．

　　

●
，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　

ごα皮（Ｐみ薦十Ｐ繋残 十Ｐ貸タｒ』聡）

ですから

　　

（３，２５）

　　

ｒムコＱもＰみ十ＱもＰ字差ｒｇ

　　

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．
この事から ・４弓たは（３．３）の点変換による Ｌｍｄ銑初雄おβに外なりません。

　

リーマン幾何の場合と同様にして ４亙”入を求める事が出来ます。

終りに種々御指導下さいました恩師河口・桂田両先生に衷心より感謝致します。

　　　

，
．

　　　　　　　　　　　　　

－

　

５７

　

－

　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　　　

．



北

　　

村

　　

五

　　

郎

　　　

１） ギリシャ文字は１～“，ラテン小女字は １～”も ラテン大文字は 夕“十
１～”′迄版るものとします。

　　　

２） 日．Ｔ．ＤＡＶＩＥＳ； ＳｕｂｓｐａｃｅｏｆＦｉｎｓｌｅｒＳｐａｃｅ．Ｐｒｏｃ．Ｌｏｎｄｏｎ Ｍａｔｈ．Ｓｏｃ．Ｓｅｒ．２ｖｏｌ．
４９１９４５

　　　

３） Ｂ．Ｃ‘＼酔眼Ｎ； ＬｅｓＢｓｐａｃｅｓｄｅＦｉｎｓｌｅｒＡｃｔｕａｌｉｔｄＳｓｃｉｅｎｔｉ負ｑｕｅｓｅｔｌｎｄｕｓｔ・ｉｅｌｌｅ７９．ｉ
９３４

　　　

４），５），６），９）

　

２）の（２６），（２７），（３０）．（１７）参照

　　　

７）
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８） Ｊ．Ａ．ＳＣＩＩＯＵＴＥＮ； Ｂｉｎｆｉｉｈｒｕｎｇｉｎｄｉｅｎｅｕｅｒｅｎ Ｍｅｔｈｏｄｅｎｄｅｒ

　

Ｄｉ什ｅｌｅｎｔｉａＩ

　

Ｇｅｏｍｅｔｒｉｅ

　

Ｂａｎｄｌ^ Ｐ．１４０
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－


